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研究雑話(104)姿勢反射の発達とリス‘ム運動の習熟 (2)
障害児教育・動作学底上実習(22)

藤井力夫
蹄据位運動・《アヒル歩き》にみる7つの発達段階。

前回は、リス.ム運動 {アヒル歩

き}で悶われる姿勢反射についてお

話しました。立ち上がるか、座り込

むかが優勢で、 Zれに抗して不安定

な姿勢を自発的にどのように設定で

きるかです。立ち直り反射、{頃斜反

応、パランュート反応はじめ、跳ぴ

直り1lU志的抑制まで、すべての反射

が間われます。反射をどのように利

用できるようになるか、今回は、乳
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A.<アヒル》の発達段階、動作解析 (1/5秒)
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B.<アヒ)1-}>の発達段階、パーセノタイル ・グリッド.

緯

? 

6 

発 5

逮
4 
年

齢 3

2 

Phase 7 

Phase 6 

Phase 5 

51535658595 
-司陶圃命圃剖 %ile

h時・..  ・・・.“
gooo~~ ・0

一← 。o • 旬開0

・.. ・・.
「宇田恒-
P 

Phase 4 _ぷ-二 • 男女
• 山田

∞。。。ω 。
: 
防・司圃圃圃恒司圃
ω 一。 Phase 3 

一'0。
2 3 

Phase 2 

Phase 1 

4 5 

口

1+ 93 

6 ?歳

7つの発達段階

についてお話し

たいと思いま

す。1歳2ヶ月か

ら7歳まで、男

子44名、女子49

名の計官3名を対

象に経月記録、

モーションアナ

ライザ(ソニー‘

訊品1!-11l0)で解

析しました。図

Aに動作解析

(毎秒5コマ)

図日に発達郎皆

を図示しまし

た。以下、( ) 

内は田%加の年

齢。

段階 模倣

の段階。腰は落

ち、立ち直りは

ないが、保母や

他の子どもの動

作を注視し、そ

の後、蹄裾位に

なり躯幹を左右

に揺すったり、

上Fさせた円す

ることができま

す。足底はたえ

ず着床(j歳7ヶ

月)。

段階2・模倣の段備だが、肩の持

ち上げによる重心移動。腰を落とL

蹄E尉立になっても、躯幹の立ち直り

が見られはじめ、府及び上腕の持ち

上げにより、膝の引き上げが誘発さ

できます(1歳11ヶ月)。

段階3 腰からの躯幹立ち直りが

安定し、膝の持ち上げによる1頃斜反

応め誘発。蹄据位移動が可能となり

ます。ただし、足I関節底屈は無理で、

支持脚め路部は離床することはあり

ません(識9ヶ月)。

段階4:膝の持ち上げによる傾斜

反応の誘発、帰路位移動。重心ヰ鋤

時に対寺脚の路離床が発現。ただし、

対寺脚遊離胸lと也に路離床するこ

とにより、不安定で前方パランュー

トを誘発し、止まってしまう場合も

あります(事筋ヶ月)。

段階5:足関節底屈からの躯幹立

ち直りが可能と止り、両足とも足関

節底屈位を保十4iしつつ、膝の持ち上

げによる大腿部からの{醐反応の誘

発。ただし、しだいに中腰になり立

ち上がる傾向を有す(街並5ヶ月)。

段階6:骨盤i酬による傾斜蹴、

の誘発。両足関節底屈位からの立ち

直りで、相反性共同運動也スムーズ

となる。 が、腰部同期治苛自〈、~調

を速めると中腰前掲化をまねいてし

まいます (5.鈍ヶ月)。

段階7:上肢手指からの後方パラ

シュートの有極的利用により、重心

移動の安定した効率的な蹄路位移

動。骨盤傾斜による歩行運動も躯幹

同期により姿勢保持と抗する=とな

くスムーズに誘発できます(蜘ヶ

丹)。

(;jt海道教育大学教授)


